
市議会９月定例会
条例の改正や補正予算など27案件可決

平成 25 年度一般会計歳入歳出決算などの認定
　平成 25 年度の一般会計、国民健康保険特別会計、

後期高齢者医療事業特別会計、介護保険特別会計、土

地取得特別会計、十里木簡易水道特別会計、下水道事

業特別会計、墓地事業特別会計、水道事業会計、それ

ぞれの歳入歳出決算が認定されました。決算の詳細は、

４ページから９ページをご覧ください。

平成 25 年度市水道事業会計未処分利益剰余金の処分
　平成 25 年度の水道事業会計の未処分利益剰余金

1,300 万 6,730 円を減債積立金として処分することが

承認されました。

教育委員会委員の任命
　９月 30 日に任期満了となる渡邉すみ枝委員を引き

続き任命することが承認されました。

市税条例、都市計画税条例の一部を改正
　地方税法などの一部改正に伴い、市税条例と都市計

画税条例の一部を改正しました。

後期高齢者医療に関する条例の一部を改正
　県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療に関する

条例の一部改正に伴い、本条例の一部を改正しました。

市営住宅条例の一部を改正
　関係法律の一部改正に伴い、本条例の一部を改正し

ました。

非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例
の一部を改正
　関係法律施行令の一部改正に伴い、非常勤消防団員

に支給する退職報償金の額を引き上げるため、本条例

の一部を改正しました。

市道路線の認定
　新たに須山地先の１路線を認定しました。

物品購入契約の締結
　消防ポンプ自動車（CD －Ⅰ型）を 2,095 万 2,000

円で購入する契約を株式会社畠山ポンプ製作所と締結

することが承認されました。

建設工事請負変更契約の締結
　竹中土木・渡邊工業特定建設工事共同企業体と 10

億 6,380 万円で契約した市一般廃棄物最終処分場（第

二期）埋立地建設工事について、溶岩層の影響による

土留め施工方法の変更、岩掘削の追加が生じたため、

455 万 4,360 円を増額し契約額を 10 億 6,835 万 4,360

円に変更することが承認されました。

　市議会９月定例会が、８月 19 日㈫から９月 18 日
㈭まで行われ、認定案件９件、報告案件３件、条例案
件５件、補正予算５件、その他５件の 27案件が審議
され、可決されました。その中から、主なものを紹介
します。

市一般廃棄物最終処分場（第二期）埋立地建設工事

議　　案

p.2

広報すその　平成26年10月15日号



一般会計補正予算（第３回）
　既定の歳入歳出予算の総額から、２億 1,600 万円を

減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ 196 億 2,800

万円としました。減額の理由は、最終処分場（第二期）

整備工事を国の補助金の交付を受け今年度予算で実施

する予定でしたが、25 年度事業として採択され実施

することとなったためなどです。

　歳出の主なものは、以下の通りです。

○小中学校普通教室等扇風機設置事業（1,380 万円）

　市の行政改革、職員給与の減額が考慮され配分され

た国のがんばる地域交付金を活用し、小中学校の普通

教室と音楽室に扇風機を設置し、暑さ対策を行いました。

○小中学校校舎等耐震診断事業（1,322 万円）

　耐震診断実施からおおむね 20 年以上経過した校舎

（小学校４校、中学校３校）などを対象に、耐震診断

をあらためて行い、大規模改修、耐震化などを行う際

の検討資料とします。

○裾野駅西土地区画整理事業代替地取得事業（7,554

万 8,000 円）

　事業区域内の土地などを購入し、換地の際の代替地

として活用していくことで、換地計画案への理解と事

業の進捗を図ります。

○〔仮称〕神山深良線ルート検討事業（150 万円）

　農免道路（市道１－４号線）の裾野地先から御殿場

地先まで北進する道路(〔仮称〕神山深良線)の詳細ルー

ト・概算事業費を御殿場市と協力して算出します。

○蓄電池システム設置費補助事業（150 万円）

　環境への負担が少なく、災害時には非常用電源とし

ても利用可能な新エネルギー機器の購入費用を補助す

る制度を開始しましたが、申請者数が予想を上回った

ため増額します。

○�ホームエネルギー・マネジメント・システム（HEMS）

設置費補助事業（75 万円）

　低炭素社会実現のため、IT を活用し一般家庭にお

ける家電などのエネルギー消費の効率化を図るシステ

ム（HEMS）を設置する場合に補助します。

○都市施設建設基金の積立（３億円）

　裾野駅のバリアフリー化など今後見込まれるまちづ

くりに必要な財源を確保するため、基金への積立をし

ます。

国民健康保険特別会計補正予算（第１回）
　退職被保険者交付金の精算返還金の増額などに伴い

既定の歳入歳出予算の総額に、1,070 万 9,000 円を追

加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ 56 億 4,870 万

9,000 円としました。

介護保険特別会計補正予算（第１回）
　前年度精算による一般会計への繰出金、国庫支出金

など過年度分返還金などの増額に伴い既定の歳入歳出

予算の総額に、5,465万円3,000円を追加し、歳入歳出

予算の総額をそれぞれ31億7,665万3,000円としました。

下水道事業特別会計補正予算（第１回）
　国庫補助金の内示に伴う事業費の減額などに伴い既

定の歳入歳出予算の総額から、7,152 万 3,000 円を減

額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ 10 億 9,847 万

7,000 円としました。

水道事業会計補正予算（第１回）
　収益的支出の予算額を既定の予算額から 700 万

7,000 円減額し７億 9,851 万 9,000 円に、資本的支出

の予算額を既定の予算額から 63 万 2,000 円減額し、

５億 1,065 万 7,000 円としました。
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